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ストレージシステムの追加とプロビジョニング

ストレージシステムを追加する

データ保護とプロビジョニングの処理を実行するために、SnapCenterからONTAPスト
レージ、ASA R2システム、またはAmazon FSx for NetApp ONTAPへのアクセスを許可
するストレージシステムをセットアップする必要があります。

スタンドアロンのSVMを追加することも、複数のSVMで構成されるクラスタを追加することもできま
す。Amazon FSx for NetApp ONTAPを使用している場合は、fsxadminアカウントを使用して複数のSVMで構
成されるFSx管理LIFを追加するか、SnapCenterでFSx SVMを追加できます。

開始する前に

• ストレージ接続を作成するには、Infrastructure Adminロールに必要な権限が必要です。

• プラグインのインストールが実行中でないことを確認してください。

ホスト・プラグインのインストールは ' ストレージ・システム接続の追加中は実行しないでくださいホス
ト・キャッシュが更新されず ' データベース・ステータスが SnapCenter GUI に表示される場合がありま
すこれは ' バックアップには使用できませんまたは NetApp ストレージには使用できません

• ストレージシステム名は一意である必要があります。

SnapCenter では、異なるクラスタに同じ名前のストレージシステムを複数配置することはサポートされ
ていません。SnapCenter でサポートされるストレージシステムには、それぞれ一意の名前およびデータ
LIF の IP アドレスを割り当てる必要があります。

• このタスクについて *

• ストレージシステムを設定する際に、イベント管理システム（EMS）およびAutoSupportの機能を有効に
することもできます。AutoSupportツールは、システムの健常性に関するデータを収集し、システムのト
ラブルシューティング用にNetAppテクニカルサポートに自動的に送信します。

これらの機能を有効にすると、リソースが保護されたとき、リストアまたはクローニング処理が正常に終
了したとき、または処理が失敗したときに、SnapCenterからストレージシステムにAutoSupport情報が、
ストレージシステムのsyslogにEMSメッセージが送信されます。

• SnapMirrorデスティネーションまたはSnapVaultデスティネーションにSnapshotをレプリケートする場合
は、デスティネーションSVMまたはデスティネーションクラスタとソースSVMまたはクラスタへのストレ
ージシステム接続をセットアップする必要があります。

ストレージシステムのパスワードを変更すると、スケジュールされたジョブ、オンデマンドバ
ックアップ、およびリストア処理が失敗することがあります。ストレージ・システムのパスワ
ードを変更した後、 Storage （ストレージ）タブで * Modify （変更） * をクリックしてパスワ
ードを更新できます。

• 手順 *

1. 左側のナビゲーションペインで、 * ストレージシステム * をクリックします。

2. [ ストレージシステム ] ページで、 [ 新規作成 ] をクリックします。
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3. [Add Storage System]ページで、次の情報を入力します。

フィールド 操作

ストレージシステム ストレージシステムの名前またはIPアドレスを入
力します。

ストレージシステム名は、ドメイ
ン名を含めずに15文字以下にする
必要があり、解決可能な名前であ
る必要があります。15文字を超え
る名前のストレージシステム接続
を作成するには、Add-

SmStorageConnectionPowerShell

コマンドレットを使用します。

MetroCluster構成（MCC）のスト
レージシステムでノンストップオ
ペレーションを実現するには、ロ
ーカルクラスタとピアクラスタの
両方を登録することを推奨しま
す。

SnapCenter では、異なるクラスタにある同じ名
前の SVM は複数サポートされませ
ん。SnapCenter でサポートされる SVM には、
それぞれ一意の名前を付ける必要があります。

SnapCenter へのストレージ接続の
追加後は、 ONTAP を使用して
SVM またはクラスタの名前を変更
しないでください。

SVM に短い名前または FQDN を
追加した場合は、 SnapCenter と
プラグインホストの両方から解決
できる必要があります。

ユーザ名 / パスワード ストレージシステムへのアクセスに必要な権限を
持つストレージユーザのクレデンシャルを入力し
ます。
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フィールド 操作

イベント管理システム（EMS）とAutoSupportの
設定

保護が適用された場合、リストア処理が完了した
場合、または処理が失敗した場合にEMSメッセー
ジをストレージシステムのsyslogに送信した
り、AutoSupportメッセージをストレージシステ
ムに送信したりする場合は、該当するチェックボ
ックスを選択します。

AutoSupport 通知を有効にするには AutoSupport

メッセージが必要であるため、 ［ * 失敗した処理
に対する SnapCenter 通知をストレージ・システ
ムに送信する * ］ チェックボックスをオンにする
と、 ［ * サーバ・イベントを syslog に記録する
* ］ チェックボックスもオンになります。

4. プラットフォーム、プロトコル、ポート、およびタイムアウトに割り当てられたデフォルト値を変更
する場合は、 [ その他のオプション *] をクリックします。

a. [プラットフォーム]で、ドロップダウンリストからいずれかのオプションを選択します。

SVM がバックアップ関係のセカンダリストレージシステムの場合は、 * Secondary * チェックボ
ックスを選択します。[* Secondary] オプションを選択すると、 SnapCenter はすぐにライセンス
チェックを実行しません。

SnapCenterでSVMを追加した場合は、ドロップダウンからプラットフォームタイプを手動で選択する必
要があります。

a. [Protocol]で、SVMまたはクラスタのセットアップ時に設定したプロトコル（通常はHTTPS）を選択し
ます。

b. ストレージシステムが受け入れるポートを入力します。

通常はデフォルトのポート443を使用できます。

c. 通信の試行が停止するまでの経過時間を秒単位で入力します。

デフォルト値は60秒です。

d. SVM に複数の管理インターフェイスがある場合は、「 * 優先 IP 」チェックボックスを選択し、 SVM

接続用の優先 IP アドレスを入力します。

e. [ 保存（ Save ） ] をクリックします。

1. [Submit （送信） ] をクリックします。

• 結果 *

Storage Systems （ストレージシステム）ページの * Type （タイプ） * ドロップダウンから、次のいずれか
の操作を実行します。

• 追加されたすべての ONTAP を表示する場合は、「 * SVM SVM * 」を選択します。

FSx SVMを追加した場合は、ここにFSx SVMが表示されます。
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• 追加されたすべてのクラスタを表示するには、「 * ONTAP クラスタ * 」を選択します。

fsxadminを使用してFSxクラスタを追加した場合は、ここにFSxクラスタが表示されます。

クラスタ名をクリックすると、クラスタに含まれるすべての SVM が SVM セクションに表示されます。

ONTAP の GUI を使用して ONTAP クラスタに新しい SVM を追加した場合は、 * Rediscover* をクリック
すると、新しく追加した SVM が表示されます。

• 終了後 *

SnapCenterがアクセスできるすべてのストレージシステムからEメール通知を送信するには、クラスタ管理者
が各ストレージシステムノードでAutoSupportを有効にする必要があります。そのためには、ストレージシス
テムのコマンドラインから次のコマンドを実行します。

autosupport trigger modify -node nodename -autosupport-message client.app.info

-to enable -noteto enable

Storage Virtual Machine（SVM）管理者にはAutoSupportへのアクセス権はありません。

ストレージ接続とクレデンシャル

データ保護処理を実行する前に、ストレージ接続をセットアップし、SnapCenterサーバ
とSnapCenterプラグインで使用するクレデンシャルを追加する必要があります。

ストレージ接続

ストレージ接続により、SnapCenter ServerプラグインとSnapCenterプラグインはONTAPストレージにアク
セスできます。これらの接続の設定には、AutoSupportおよびEvent Management System（EMS；イベント管
理システム）機能の設定も含まれます。

クレデンシャル

• ドメイン管理者または管理者グループの任意のメンバー

ドメイン管理者またはSnapCenterプラグインをインストールするシステムの管理者グループの任意のメン
バーを指定します。ユーザ名フィールドの有効な形式は次のとおりです。

◦ NETBIOS_USERNAME_

◦ _ ドメイン FQDN\ ユーザ名 _

◦ Username@UPN

• ローカル管理者（ワークグループのみ）

ワークグループに属するシステムの場合は、SnapCenterプラグインをインストールするシステムに組み込
みのローカル管理者を指定します。ユーザ アカウントに昇格された権限がある場合、またはホスト シス
テムでユーザ アクセス制御機能が無効になっている場合は、ローカル管理者グループに属するローカル
ユーザ アカウントを指定できます。

Username フィールドの有効な形式は、 username です
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• 個 々 のリソースグループのクレデンシャル

個 々 のリソースグループのクレデンシャルを設定し、ユーザ名に完全なadmin権限がない場合は、少なく
ともリソースグループとバックアップの権限を割り当てる必要があります。

Windowsホストでのストレージのプロビジョニング

igroupの作成と管理

イニシエータグループ（igroup）を作成して、ストレージシステム上の特定のLUNにア
クセスできるホストを指定します。SnapCenter を使用して、 Windows ホストの igroup

の作成、名前変更、変更、削除を行うことができます。

igroupを作成する

SnapCenter を使用して、 Windows ホスト上に igroup を作成できます。igroup を LUN にマッピングする
と、ディスクの作成ウィザードまたはディスク接続ウィザードでこの igroup を使用できるようになります。

• 手順 *

1. 左側のナビゲーションペインで、 * Hosts * （ホスト）をクリックします。

2. Hosts ページで、 * igroup * をクリックします。

3. [ イニシエータグループ ] ページで、 [* 新規作成 ] をクリックします。

4. igroup の作成ダイアログボックスで、 igroup を定義します。

フィールド 操作

ストレージシステム igroup にマッピングする LUN の SVM を選択し
ます。

ホスト igroupを作成するホストを選択します。

igroup名 igroupの名前を入力します。

イニシエータ イニシエータを選択します。

タイプ イニシエータタイプ、iSCSI、FCP、または混在
（FCPとiSCSI）を選択します。

5. 入力に問題がなければ、「 * OK * 」をクリックします。

SnapCenter により、ストレージシステムに igroup が作成されます。

igroupの名前を変更する

SnapCenter を使用して、既存の igroup の名前を変更できます。
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• 手順 *

1. 左側のナビゲーションペインで、 * Hosts * （ホスト）をクリックします。

2. Hosts ページで、 * igroup * をクリックします。

3. イニシエータグループページで、 * Storage Virtual Machine * フィールドをクリックして使用可能な
SVM のリストを表示し、名前を変更する igroup の SVM を選択します。

4. SVM の igroup のリストで、名前を変更する igroup を選択し、 * Rename * をクリックします。

5. igroup の名前変更ダイアログボックスで、 igroup の新しい名前を入力し、 * 名前の変更 * をクリック
します。

igroupを変更する

SnapCenter を使用すると、既存の igroup にイニシエータを追加できます。igroupの作成時に追加できるホス
トは1つだけです。クラスタ用のigroupを作成する場合は、igroupを変更してそのigroupに他のノードを追加で
きます。

• 手順 *

1. 左側のナビゲーションペインで、 * Hosts * （ホスト）をクリックします。

2. Hosts ページで、 * igroup * をクリックします。

3. イニシエータグループページで、 * Storage Virtual Machine * フィールドをクリックして使用可能な
SVM のドロップダウンリストを表示し、変更する igroup の SVM を選択します。

4. igroup のリストで igroup を選択し、 * イニシエータを igroup に追加 * をクリックします。

5. ホストを選択します。

6. イニシエータを選択し、 * OK * をクリックします。

igroupを削除する

SnapCenter を使用して、不要になった igroup を削除できます。

• 手順 *

1. 左側のナビゲーションペインで、 * Hosts * （ホスト）をクリックします。

2. Hosts ページで、 * igroup * をクリックします。

3. イニシエータグループページで、 * Storage Virtual Machine * フィールドをクリックして使用可能な
SVM のドロップダウンリストを表示し、削除する igroup の SVM を選択します。

4. SVM の igroup のリストで、削除する igroup を選択し、 * Delete * をクリックします。

5. igroup の削除ダイアログボックスで、 * OK * をクリックします。

SnapCenter によって igroup が削除されます。

ディスクの作成と管理

Windowsホストは、ストレージシステム上のLUNを仮想ディスクとして認識しま
す。SnapCenterを使用して、FC接続LUNまたはiSCSI接続LUNを作成および設定できま
す。
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• SnapCenterはベーシックディスクのみをサポートします。ダイナミックディスクはサポートされていませ
ん。

• GPTの場合は1つのデータパーティションのみ、MBRの場合は1つのプライマリパーティションが許可さ
れます。このパーティションには、NTFSまたはCSVFSでフォーマットされた1つのボリュームと、1つの
マウントパスがあります。

• サポートされるパーティションスタイル： GPT 、 MBR 。 VMware UEFI VM では、 iSCSI ディスクのみ
がサポートされます

SnapCenter では、ディスク名の変更はサポートされていません。SnapCenter で管理している
ディスクの名前を変更すると、 SnapCenter 処理は正常に終了しません。

ホスト上のディスクの表示

SnapCenter で管理している各 Windows ホスト上のディスクを表示できます。

• 手順 *

1. 左側のナビゲーションペインで、 * Hosts * （ホスト）をクリックします。

2. Hosts （ホスト）ページで、 * Disks （ディスク） * をクリックします。

3. [Host] ドロップダウン・リストからホストを選択します

ディスクのリストが表示されます。

クラスタ化ディスクの表示

SnapCenterで管理しているクラスタ上のクラスタディスクを表示できます。クラスタ化されたディスク
は、[Hosts]ドロップダウンからクラスタを選択した場合にのみ表示されます。

• 手順 *

1. 左側のナビゲーションペインで、 * Hosts * （ホスト）をクリックします。

2. Hosts （ホスト）ページで、 * Disks （ディスク） * をクリックします。

3. [Host] ドロップダウン・リストからクラスタを選択します

ディスクのリストが表示されます。

iSCSIセッションを確立する

iSCSIを使用してLUNに接続する場合は、LUNを作成して通信を有効にする前にiSCSIセッションを確立する
必要があります。

• 始める前に *

• ストレージシステムノードをiSCSIターゲットとして定義しておく必要があります。

• ストレージシステムでiSCSIサービスを開始しておく必要があります。 "詳細"

• このタスクについて *

iSCSIセッションは、同じバージョンのIP間（IPv6とIPv6、またはIPv4とIPv4）でのみ確立できます。
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リンクローカルIPv6アドレスは、iSCSIセッションの管理や、ホストとターゲットの両方が同じサブネット内
にある場合にのみ使用できます。

iSCSIイニシエータの名前を変更すると、iSCSIターゲットへのアクセスに影響します。名前を変更した場
合、新しい名前が認識されるように、イニシエータがアクセスするターゲットの再設定が必要になることがあ
ります。iSCSIイニシエータの名前を変更した場合は、ホストを再起動する必要があります。

ホストに複数の iSCSI インターフェイスがある場合、最初のインターフェイスで IP アドレスを使用して
SnapCenter への iSCSI セッションを確立したあとで、別の IP アドレスを使用して別のインターフェイスか
ら iSCSI セッションを確立することはできません。

• 手順 *

1. 左側のナビゲーションペインで、 * Hosts * （ホスト）をクリックします。

2. Hosts （ホスト）ページで、 * iSCSI Session （ iSCSI セッション） * をクリックします。

3. Storage Virtual Machine * ドロップダウンリストから、 iSCSI ターゲットの Storage Virtual Machine

（ SVM ）を選択します。

4. [Host] ドロップダウン・リストから ' セッションのホストを選択します

5. [ セッションの確立 ] をクリックします。

セッションの確立ウィザードが表示されます。

6. Establish Session ウィザードで ' ターゲットを指定します

フィールド 入力するコマンド

ターゲットノード名 iSCSIターゲットのノード名

既存のターゲットノード名がある場合は、その名
前が読み取り専用形式で表示されます。

ターゲットポータルアドレス ターゲットネットワークポータルのIPアドレス

ターゲットポータルポート ターゲットネットワークポータルのTCPポート

イニシエータポータルアドレス イニシエータネットワークポータルのIPアドレス

7. 入力が完了したら、 * 接続 * をクリックします。

SnapCenter が iSCSI セッションを確立します。

8. この手順を繰り返して、ターゲットごとにセッションを確立します。

FC接続またはiSCSI接続のLUNまたはディスクを作成する

Windowsホストは、ストレージシステム上のLUNを仮想ディスクとして認識します。SnapCenter を使用し
て、 FC 接続 LUN または iSCSI 接続 LUN を作成および設定できます。

SnapCenter以外でディスクを作成してフォーマットする場合は、NTFSファイルシステムとCSVFSファイル
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システムのみがサポートされます。

開始する前に

• ストレージシステム上にLUN用のボリュームを作成しておく必要があります。

このボリュームには、 SnapCenter で作成した LUN のみを格納します。

SnapCenter で作成したクローンボリュームには、クローンがすでにスプリットされている
場合を除き、 LUN を作成することはできません。

• ストレージシステムでFCサービスまたはiSCSIサービスを開始しておく必要があります。

• iSCSIを使用している場合は、ストレージシステムとのiSCSIセッションを確立しておく必要があります。

• SnapCenter Plug-ins Package for Windowsは、ディスクを作成するホストにのみインストールする必要が
あります。

• このタスクについて *

• Windows Serverフェイルオーバークラスタ内のホストでLUNを共有しないかぎり、LUNを複数のホストに
接続することはできません。

• Cluster Shared Volume（CSV；クラスタ共有ボリューム）を使用するWindows Serverフェイルオーバー
クラスタ内のホストでLUNを共有する場合は、クラスタグループを所有するホストにディスクを作成する
必要があります。

• 手順 *

1. 左側のナビゲーションペインで、 * Hosts * （ホスト）をクリックします。

2. Hosts （ホスト）ページで、 * Disks （ディスク） * をクリックします。

3. [Host] ドロップダウン・リストからホストを選択します

4. [ 新規作成（ New ） ] をクリックする。

Create Disk（ディスクの作成）ウィザードが開きます。

5. [LUN Name]ページで、LUNを特定します。

フィールド 操作

ストレージシステム LUN の SVM を選択します。

LUNパス 「 * Browse * 」をクリックして、 LUN を含むフ
ォルダのフルパスを選択します。

LUN名 LUN の名前を入力します。

クラスタサイズ クラスタのLUNブロック割り当てサイズを選択し
ます。

クラスタのサイズは、オペレーティングシステム
とアプリケーションによって異なります。
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フィールド 操作

LUNラベル 必要に応じて、LUNの説明を入力します。

6. [Disk Type]ページで、ディスクタイプを選択します。

選択するオプション 状況

専用ディスク LUNにアクセスできるホストは1つだけです。

[* リソースグループ * ] フィールドは無視してく
ださい。

共有ディスク Windows Serverフェイルオーバークラスタ内の
ホストでLUNを共有します。

[ * リソースグループ * ] フィールドにクラスタリ
ソースグループの名前を入力します。ディスク
は、フェイルオーバークラスタ内の1つのホスト
にのみ作成する必要があります。

クラスタ共有ボリューム（CSV） CSVを使用するWindows Serverフェイルオーバ
ークラスタ内のホストでLUNを共有します。

[ * リソースグループ * ] フィールドにクラスタリ
ソースグループの名前を入力します。ディスクを
作成するホストがクラスタグループの所有者であ
ることを確認します。

7. [Drive Properties]ページで、ドライブのプロパティを指定します。

プロパティ 説明

マウントポイントを自動割り当て SnapCenter では、システムドライブに基づいて
ボリュームマウントポイントが自動的に割り当て
られます。

たとえば、システムドライブが C: の場合、自動
割り当てでは C: ドライブ (C:\scmnpt) の下にボ
リュームマウントポイントが作成されます。自動
割り当ては共有ディスクではサポートされませ
ん。

ドライブ文字の割り当て ドロップダウンリストで選択したドライブにディ
スクをマウントします。
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プロパティ 説明

ボリュームマウントポイントを使用する フィールドで指定したドライブパスにディスクを
マウントします。

ボリュームマウントポイントのルートは、ディス
クを作成するホストが所有している必要がありま
す。

ドライブレターまたはボリュームマウントポイン
トを割り当てない

Windowsでディスクを手動でマウントする場合
は、このオプションを選択します。

LUNサイズ LUNサイズを指定します（150MB以上）。

ドロップダウンリストでMB、GB、またはTBを選
択します。

このLUNをホストするボリュームにシンプロビジ
ョニングを使用する

LUNをシンプロビジョニングします。

シンプロビジョニングでは、一度に必要な量のス
トレージスペースのみが割り当てられるた
め、LUNは使用可能な最大容量まで効率的に拡張
されます。

必要になると思われるすべてのLUNストレージを
格納できるだけの十分なスペースがボリュームに
あることを確認してください。

パーティションタイプを選択 GUIDパーティションテーブルの場合はGPTパー
ティション、マスターブートレコードの場合
はMBRパーティションを選択します。

MBRパーティションは、Windows Serverフェイ
ルオーバークラスタでミスアライメントの問題を
引き起こす可能性があります。

Unified Extensible Firmware

Interface（UEFI）パーティション
ディスクはサポートされていませ
ん。

8. [Map LUN]ページで、ホスト上のiSCSIイニシエータまたはFCイニシエータを選択します。
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フィールド 操作

ホスト クラスタグループ名をダブルクリックしてドロッ
プダウンリストに表示されたクラスタに属するホ
ストの一覧から、イニシエータのホストを選択し
ます。

このフィールドは、Windows Serverフェイルオ
ーバークラスタ内のホストでLUNを共有している
場合にのみ表示されます。

ホストイニシエータを選択 Fibre Channel * または * iSCSI * を選択し、ホス
ト上のイニシエータを選択します。

FCでMultipath I/O（MPIO；マルチパスI/O）を使
用している場合は、FCイニシエータを複数選択
できます。

9. [Group Type]ページで、既存のigroupをLUNにマッピングするか新しいigroupを作成するかを指定しま
す。

選択するオプション 状況

選択したイニシエータ用に新しいigroupを作成 選択したイニシエータ用に新しいigroupを作成し
ます。

選択したイニシエータ用に既存のigroupを選択す
るか、新しいigroupを指定する

選択したイニシエータ用に既存のigroupを指定す
るか、指定した名前で新しいigroupを作成しま
す。

igroup name * フィールドに igroup 名を入力しま
す。既存のigroup名の最初の数文字を入力する
と、このフィールドに自動的に入力されます。

10. [ 概要 ] ページで選択内容を確認し、 [ 完了 ] をクリックします。

SnapCenter によって LUN が作成され、ホスト上の指定したドライブまたはドライブパスに接続され
ます。

ディスクのサイズ変更

ストレージシステムのニーズの変化に応じて、ディスクのサイズを増減できます。

• このタスクについて *

• シンプロビジョニングLUNの場合、ONTAP LUNジオメトリのサイズが最大サイズとして表示されます。

• シックプロビジョニングLUNの場合、拡張可能なサイズ（ボリューム内の利用可能なサイズ）が最大サイ
ズとして表示されます。

• MBRパーティション形式のLUNのサイズの上限は2TBです。
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• GPTパーティション形式のLUNのストレージシステムサイズの上限は16TBです。

• LUNのサイズを変更する前にSnapshotを作成しておくことを推奨します。

• LUNのサイズ変更前に作成されたSnapshotからLUNをリストアする必要がある場合は、SnapCenterによ
ってLUNのサイズがSnapshotのサイズに自動的に変更されます。

リストア処理後、サイズ変更後にLUNに追加されたデータを、サイズ変更後に作成されたSnapshotからリ
ストアする必要があります。

• 手順 *

1. 左側のナビゲーションペインで、 * Hosts * （ホスト）をクリックします。

2. Hosts （ホスト）ページで、 * Disks （ディスク） * をクリックします。

3. [Host]ドロップダウンリストからホストを選択します。

ディスクのリストが表示されます。

4. サイズを変更するディスクを選択し、 * サイズ変更 * をクリックします。

5. [ディスクのサイズ変更]ダイアログボックスで、スライダツールを使用してディスクの新しいサイズを
指定するか、[サイズ]フィールドに新しいサイズを入力します。

サイズを手動で入力する場合は、[縮小]または[展開]ボタンを適切に有効にする前に、[

サイズ]フィールドの外側をクリックする必要があります。また、単位を指定するに
は、 MB 、 GB 、または TB をクリックする必要があります。

6. 入力内容に問題がなければ、必要に応じて、 [ * 縮小（ * Shrink ） ] または [ * 展開（ * Expand ） ] を
クリックします。

SnapCenter はディスクのサイズを変更します。

ディスクの接続

[Connect Disk]ウィザードを使用して、既存のLUNをホストに接続したり、切断されたLUNを再接続したりで
きます。

開始する前に

• ストレージシステムでFCサービスまたはiSCSIサービスを開始しておく必要があります。

• iSCSIを使用している場合は、ストレージシステムとのiSCSIセッションを確立しておく必要があります。

• Windows Serverフェイルオーバークラスタ内のホストでLUNを共有しないかぎり、LUNを複数のホストに
接続することはできません。

• Cluster Shared Volume（CSV；クラスタ共有ボリューム）を使用するWindows Serverフェイルオーバー
クラスタ内のホストでLUNを共有する場合は、クラスタグループを所有するホストにディスクを接続する
必要があります。

• Plug-in for Windows をインストールする必要があるのは、ディスクを接続するホストだけです。

• 手順 *

1. 左側のナビゲーションペインで、 * Hosts * （ホスト）をクリックします。
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2. Hosts （ホスト）ページで、 * Disks （ディスク） * をクリックします。

3. [Host] ドロップダウン・リストからホストを選択します

4. [ 接続 ] をクリックします。

[Connect Disk]ウィザードが開きます。

5. [LUN Name]ページで、接続先のLUNを特定します。

フィールド 操作

ストレージシステム LUN の SVM を選択します。

LUNパス [* Browse] をクリックして、 LUN を含むボリュ
ームの完全パスを選択します。

LUN名 LUN の名前を入力します。

クラスタサイズ クラスタのLUNブロック割り当てサイズを選択し
ます。

クラスタのサイズは、オペレーティングシステム
とアプリケーションによって異なります。

LUNラベル 必要に応じて、LUNの説明を入力します。

6. [Disk Type]ページで、ディスクタイプを選択します。

選択するオプション 状況

専用ディスク LUNにアクセスできるホストは1つだけです。

共有ディスク Windows Serverフェイルオーバークラスタ内の
ホストでLUNを共有します。

ディスクはフェイルオーバークラスタ内の1つの
ホストにのみ接続する必要があります。

クラスタ共有ボリューム（CSV） CSVを使用するWindows Serverフェイルオーバ
ークラスタ内のホストでLUNを共有します。

ディスクに接続するホストがクラスタグループの
所有者であることを確認します。

7. [Drive Properties]ページで、ドライブのプロパティを指定します。
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プロパティ 説明

自動割り当て システムドライブに基づいて、 SnapCenter で自
動的にボリュームマウントポイントを割り当てま
す。

たとえば、システムドライブが C: の場合、自動
割り当てプロパティは C: ドライブ (C:\scmnpt)

の下にボリュームマウントポイントを作成しま
す。自動割り当てプロパティは共有ディスクでは
サポートされていません。

ドライブ文字の割り当て ドロップダウンリストで選択したドライブにディ
スクをマウントします。

ボリュームマウントポイントを使用する フィールドで指定したドライブパスにディスクを
マウントします。

ボリュームマウントポイントのルートは、ディス
クを作成するホストが所有している必要がありま
す。

ドライブレターまたはボリュームマウントポイン
トを割り当てない

Windowsでディスクを手動でマウントする場合
は、このオプションを選択します。

8. [Map LUN]ページで、ホスト上のiSCSIイニシエータまたはFCイニシエータを選択します。

フィールド 操作

ホスト クラスタグループ名をダブルクリックしてドロッ
プダウンリストに表示されたクラスタに属するホ
ストのうち、イニシエータに使用するホストを選
択します。

このフィールドは、Windows Serverフェイルオ
ーバークラスタ内のホストでLUNを共有している
場合にのみ表示されます。

ホストイニシエータを選択 Fibre Channel * または * iSCSI * を選択し、ホス
ト上のイニシエータを選択します。

FCでMPIOを使用している場合は、FCイニシエー
タを複数選択できます。

9. [Group Type]ページで、既存のigroupをLUNにマッピングするか新しいigroupを作成するかを指定しま
す。
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選択するオプション 状況

選択したイニシエータ用に新しいigroupを作成 選択したイニシエータ用に新しいigroupを作成し
ます。

選択したイニシエータ用に既存のigroupを選択す
るか、新しいigroupを指定する

選択したイニシエータ用に既存のigroupを指定す
るか、指定した名前で新しいigroupを作成しま
す。

igroup name * フィールドに igroup 名を入力しま
す。既存のigroup名の最初の数文字を入力する
と、自動的に入力されます。

10. [ 概要 ] ページで選択内容を確認し、 [ 完了 ] をクリックします。

SnapCenter は、ホスト上の指定したドライブまたはドライブパスに LUN を接続します。

ディスクの切断

LUN は内容を残したままホストから切断できます。ただし、スプリットせずにクローンを切断した場合、ク
ローンの内容は失われます。

開始する前に

• LUNがどのアプリケーションでも使用されていないことを確認します。

• LUNが監視ソフトウェアで監視されていないことを確認します。

• LUN が共有されている場合は、 LUN からクラスタリソースの依存関係を解除し、クラスタ内のすべての
ノードの電源がオンで正常に機能しており、 SnapCenter からアクセスできることを確認します。

• このタスクについて *

SnapCenter が作成した FlexClone ボリュームの LUN を切断した場合、そのボリュームに他の LUN が接続さ
れていなければ、 SnapCenter はボリュームを削除します。この場合、 LUN が切断される前に、 FlexClone

ボリュームが削除される可能性があることを警告するメッセージが SnapCenter に表示されます。

FlexCloneボリュームが自動的に削除されないようにするには、最後のLUNを切断する前にボリュームの名前
を変更する必要があります。ボリュームの名前を変更するときは、最後の文字だけでなく、複数の文字を変更
してください。

• 手順 *

1. 左側のナビゲーションペインで、 * Hosts * （ホスト）をクリックします。

2. Hosts （ホスト）ページで、 * Disks （ディスク） * をクリックします。

3. [Host] ドロップダウン・リストからホストを選択します

ディスクのリストが表示されます。

4. 切断するディスクを選択し、 * 切断 * をクリックします。

5. [ ディスクの切断 ] ダイアログボックスで、 [OK] をクリックします。
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SnapCenter によってディスクが切断されます。

ディスクの削除

不要になったディスクは削除できます。削除したディスクは復元できません。

• 手順 *

1. 左側のナビゲーションペインで、 * Hosts * （ホスト）をクリックします。

2. Hosts （ホスト）ページで、 * Disks （ディスク） * をクリックします。

3. [Host] ドロップダウン・リストからホストを選択します

ディスクのリストが表示されます。

4. 削除するディスクを選択し、 * 削除 * をクリックします。

5. [ ディスクの削除 ] ダイアログボックスで、 [OK] をクリックします。

SnapCenter によってディスクが削除されます。

SMB共有の作成と管理

Storage Virtual Machine（SVM）にSMB3共有を設定するには、SnapCenterユーザイン
ターフェイスまたはPowerShellコマンドレットを使用します。

* ベストプラクティス： * SnapCenter に付属のテンプレートを利用して共有の設定を自動化できるため、コ
マンドレットの使用を推奨します。

テンプレートには、ボリュームおよび共有の設定に関するベストプラクティスが組み込まれています。テンプ
レートは、SnapCenter Plug-ins Package for WindowsのインストールフォルダのTemplatesフォルダにありま
す。

必要に応じて、提供されているモデルに従って独自のテンプレートを作成できます。カスタム
テンプレートを作成する前に、コマンドレットのドキュメントでパラメータを確認してくださ
い。

SMB共有を作成する

SnapCenter共有ページを使用して、Storage Virtual Machine（SVM）にSMB3共有を作成できます。

SnapCenter を使用して、 SMB 共有上のデータベースをバックアップすることはできません。SMBのサポー
トはプロビジョニングのみに限定されます。

• 手順 *

1. 左側のナビゲーションペインで、 * Hosts * （ホスト）をクリックします。

2. ホストページで、 * 共有 * をクリックします。

3. Storage Virtual Machine * ドロップダウンリストから SVM を選択します。

4. [ 新規作成（ New ） ] をクリックする。
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[ 新しい共有 ] ダイアログが開きます。

5. [ 新しい共有 ] ダイアログで、共有を定義します。

フィールド 操作

説明 共有の説明を入力します。

共有名 共有名を入力します（例：test_share）。

入力した共有名は、ボリューム名としても使用さ
れます。

共有名：

• UTF-8文字列である必要があります。

• 次の文字は使用できません：0x00～0x1Fの制
御文字（両方を含む）、0x22（二重引用符

）、および特殊文字 \ / [ ] :

(vertical bar) < > + = ; , ?

共有パス • フィールド内をクリックして、新しいファイ
ルシステムパス（ / など）を入力します。

• フィールドをダブルクリックして、既存のフ
ァイルシステムパスのリストから選択しま
す。

6. 入力に問題がなければ、「 * OK * 」をクリックします。

SnapCenter により、 SVM に SMB 共有が作成されます。

SMB共有を削除する

不要になったSMB共有は削除できます。

• 手順 *

1. 左側のナビゲーションペインで、 * Hosts * （ホスト）をクリックします。

2. ホストページで、 * 共有 * をクリックします。

3. 共有ページで、 * Storage Virtual Machine * フィールドをクリックして、ドロップダウンと使用可能な
Storage Virtual Machine （ SVM ）のリストを表示し、削除する共有の SVM を選択します。

4. SVM 上の共有のリストから削除する共有を選択し、 * Delete * をクリックします。

5. 共有の削除ダイアログボックスで、 * OK * をクリックします。

SnapCenter によって SVM から SMB 共有が削除されます。
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ストレージシステム上のスペースの再生

ファイルが削除または変更されると、NTFSはLUN上の使用可能なスペースを追跡します
が、新しい情報はストレージシステムには報告しません。新しく解放されたブロックが
ストレージで使用可能とマークされるようにするには、Plug-in for Windowsホストでス
ペース再生PowerShellコマンドレットを実行します。

コマンドレットをリモートのプラグインホストで実行する場合は、SnapCenterOpen-SMConnectionコマンド
レットを実行してSnapCenterサーバへの接続を確立しておく必要があります。

開始する前に

• リストア処理を実行する前に、スペース再生プロセスが完了していることを確認する必要があります。

• Windows Serverフェイルオーバークラスタ内のホストでLUNを共有している場合は、クラスタグループを
所有するホストでスペース再生を実行する必要があります。

• ストレージのパフォーマンスを最適化するには、できるだけ頻繁にスペース再生を実行します。

NTFSファイルシステム全体がスキャンされていることを確認する必要があります。

• このタスクについて *

• スペース再生には時間がかかり、CPUを大量に消費するため、通常はストレージシステムとWindowsホス
トの使用率が低いときに処理を実行することを推奨します。

• スペース再生では、使用可能なほぼすべてのスペースが再生されますが、100%ではありません。

• スペース再生の実行中にディスクのデフラグは実行しないでください。

再利用プロセスに時間がかかることがあります。

• ステップ *

アプリケーションサーバのPowerShellコマンドプロンプトで、次のコマンドを入力します。

Invoke-SdHostVolumeSpaceReclaim -Path drive_path

drive_pathは、LUNにマッピングされたドライブパスです。

PowerShellコマンドレットを使用したストレージのプロビジョニング

SnapCenter GUI を使用してホストのプロビジョニングおよびスペース再利用ジョブを
実行しない場合、PowerShell コマンドレットを使用できます。コマンドレットは直接使
用できるほか、スクリプトに追加することもできます。

リモートのプラグインホストでコマンドレットを実行する場合は、SnapCenter Open-SMConnectionコマンド
レットを実行してSnapCenterサーバへの接続を確立する必要があります。

コマンドレットで使用できるパラメータとその説明については、 RUN_Get-Help コマンド NAME を実行して
参照できます。または、を参照することもできます "SnapCenter ソフトウェアコマンドレットリファレンス
ガイド"。

SnapDrive for Windowsがサーバから削除されたためにSnapCenter PowerShellコマンドレットが破損した場
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合は、を参照してください "SnapDrive コマンドレットは、 SnapCenter for Windows をアンインストール
すると解除されます"。

VMware環境でのストレージのプロビジョニング

VMware環境では、SnapCenter Plug-in for Microsoft Windowsを使用して、LUNの作成と
管理やSnapshotの管理を行うことができます。

サポートされるVMwareゲストOSプラットフォーム

• サポートされているバージョンのWindows Server

• Microsoftクラスタ構成

VMwareでサポートされるノードは、Microsoft iSCSI Software Initiatorを使用する場合は最大16、FCを使
用する場合は最大2つです。

• RDM LUN

通常の RDMS では、最大 56 の RDM LUN と 4 つの LSI Logic SCSI コントローラがサポートされます。
VMware VM MSCS のボックスツーボックスの Plug-in for Windows 構成では、最大 42 の RDM LUN と 3

つの LSI Logic SCSI コントローラがサポートされます

VMware準仮想SCSIコントローラをサポートします。RDMディスクでは256本のディスクをサポートでき
ます。

VMware ESXiサーバ関連の制限事項

• ESXi クレデンシャルを使用して仮想マシン上の Microsoft クラスタに Plug-in for Windows をインストー
ルすることはできません。

クラスタ化された仮想マシンに Plug-in for Windows をインストールする場合、 vCenter のクレデンシャ
ルを使用する必要があります。

• すべてのクラスタノードで、同じクラスタディスクに対して同じターゲットID（仮想SCSIアダプタ上）を
使用する必要があります。

• Plug-in for Windows を使用せずに RDM LUN を作成した場合、プラグインサービスを再起動して、新しく
作成したディスクを認識させる必要があります。

• VMwareゲストOSでiSCSIイニシエータとFCイニシエータを同時に使用することはできません。

SnapCenter RDMの処理に必要な最小限のvCenter権限

ゲストOSでRDM処理を実行するには、ホストに対する次のvCenter権限が必要です。

• データストア：ファイルを削除します

• ホスト： [Configuration] > [Storage Partition] の順に選択します

• 仮想マシン：構成

これらの権限は、Virtual Center Serverレベルのロールに割り当てる必要があります。これらの権限を割り当
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てたロールを、root権限を持たないユーザに割り当てることはできません。

これらの権限を割り当てたら、ゲスト OS に Plug-in for Windows をインストールできます。

MicrosoftクラスタのFC RDM LUNを管理します。

Plug-in for Windowsを使用して、FC RDM LUNを使用するMicrosoftクラスタを管理できますが、まずプラグ
インの外部で共有RDMクォーラムと共有ストレージを作成し、クラスタ内の仮想マシンにディスクを追加す
る必要があります。

ESXi 5.5以降では、ESX iSCSIおよびFCoEハードウェアを使用してMicrosoftクラスタを管理することもでき
ます。Plug-in for Windows では、設定作業なしで Microsoft クラスタがサポートされます。

要件

Plug-in for Windows では、特定の構成要件を満たしていれば、 2 つの異なる ESX サーバまたは ESXi サーバ
に属する 2 台の仮想マシンで構成された Microsoft クラスタで FC RDM LUN の使用がサポートされます。こ
の構成は、クラスタ全体のボックスとも呼ばれます。

• 仮想マシン（VM）で同じバージョンのWindows Serverを実行している必要があります。

• ESXまたはESXiサーバのバージョンは、各VMware親ホストで同じである必要があります。

• 各親ホストには、少なくとも2つのネットワークアダプタが必要です。

• 2台のESXサーバまたはESXiサーバ間でVMware Virtual Machine File System（VMFS）データストアを少
なくとも1つ共有する必要があります。

• VMwareでは、共有データストアをFC SAN上に作成することを推奨しています。

必要に応じて、共有データストアをiSCSI経由で作成することもできます。

• 共有RDM LUNが物理互換モードになっている必要があります。

• 共有 RDM LUN は、 Plug-in for Windows の外部で手動で作成する必要があります。

共有ストレージに仮想ディスクを使用することはできません。

• SCSIコントローラは、クラスタ内の各仮想マシンで物理互換モードで構成する必要があります。

Windows Server 2008 R2では、各仮想マシンでLSI Logic SAS SCSIコントローラを構成する必要がありま
す。LSI Logic SASコントローラのタイプが1つしかなく、すでにC：ドライブに接続されている場合、共
有LUNで既存のLSI Logic SASコントローラを使用することはできません。

準仮想タイプのSCSIコントローラは、VMware Microsoftクラスタではサポートされていません。

物理互換モードで仮想マシン上の共有 LUN に SCSI コントローラを追加する場合は、
VMware Infrastructure Client の * Create a new disk* オプションではなく、 * Raw Device

Mappings * （ RDM ）オプションを選択する必要があります。

• Microsoft仮想マシンクラスタをVMwareクラスタに含めることはできません。

• Microsoft クラスタに属する仮想マシンに Plug-in for Windows をインストールする場合は、 ESX または
ESXi のクレデンシャルではなく vCenter のクレデンシャルを使用する必要があります。
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• Plug-in for Windows では、複数のホストのイニシエータを含む igroup を作成することはできません。

共有クラスタディスクとして使用するRDM LUNを作成する前に、すべてのESXiホストのイニシエータを
含むigroupをストレージコントローラ上に作成する必要があります。

• ESXi 5.0では、FCイニシエータを使用してRDM LUNを作成します。

RDM LUNを作成すると、ALUAを使用してイニシエータグループが作成されます。

制限事項

Plug-in for Windows では、異なる ESX サーバまたは ESXi サーバに属する異なる仮想マシン上の FC / iSCSI

RDM LUN を使用する Microsoft クラスタがサポートされます。

この機能は、ESX 5.5iより前のリリースではサポートされていません。

• Plug-in for Windows では、 ESX iSCSI および NFS データストア上のクラスタはサポートされません。

• Plug-in for Windows では、クラスタ環境でのイニシエータの混在はサポートされません。

イニシエータはFCとMicrosoft iSCSIのどちらかである必要があります。両方は使用できません。

• ESX iSCSIイニシエータとHBAは、Microsoftクラスタ内の共有ディスクではサポートされていません。

• Plug-in for Windows では、 Microsoft クラスタに属する仮想マシンの vMotion による移行はサポートされ
ません。

• Plug-in for Windows では、 Microsoft クラスタ内の仮想マシンでの MPIO はサポートされません。

共有FC RDM LUNの作成

FC RDM LUNを使用してMicrosoftクラスタ内のノード間でストレージを共有するには、まず共有クォーラム
ディスクと共有ストレージディスクを作成し、それらをクラスタ内の両方の仮想マシンに追加する必要があり
ます。

共有ディスクの作成にPlug-in for Windowsは使用しません。共有LUNを作成し、クラスタ内の各仮想マシンに
追加する必要があります。

関連情報

"Broadcom技術ドキュメント"を参照し、物理ホスト間での仮想マシンのクラスタリングと、Microsoft クラス
タ用の共有 FC RDM LUN の作成に関するドキュメントを検索します。
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コンピュータ ソフトウェアは、商用目的であり、私費のみで開発されたものです。米国政府は本データに対
し、非独占的かつ移転およびサブライセンス不可で、全世界を対象とする取り消し不能の制限付き使用権を有
し、本データの提供の根拠となった米国政府契約に関連し、当該契約の裏付けとする場合にのみ本データを使
用できます。前述の場合を除き、NetApp, Inc.の書面による許可を事前に得ることなく、本データを使用、開
示、転載、改変するほか、上演または展示することはできません。国防総省にかかる米国政府のデータ使用権
については、DFARS 252.227-7015(b)項（2014年2月）で定められた権利のみが認められます。

商標に関する情報

NetApp、NetAppのロゴ、http://www.netapp.com/TMに記載されているマークは、NetApp, Inc.の商標です。そ
の他の会社名と製品名は、それを所有する各社の商標である場合があります。
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